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保育者養成施設における友人との学習活動に関する研究 

～オンライン式授業と対面式授業の比較をもとにして～

鳥海　弘子・浅井　拓久也

１．研究背景と課題設定
　2020年１月16日に国内で初めての感染者が確認

された新型コロナウイルス感染症（以下COVID

－19）は、日本国内に流行し、「不要不急の外出

自粛」、「マスクの着用」、「手指のアルコール消毒」、

「密を避ける」など今までの生活では、考えられ

ない対応を行わなければならなくなり、普段の生

活が一変してきた。緊急事態宣言という、初めて

の状況に誰もが驚き戸惑いながら、新生活様式を

受け入れ社会が動き始めた。

　こうした社会の変化に伴い、高等教育機関では、

今まで行っていたスタイルの授業を実施すること

ができなくなり、教室で集合しての授業（以下、

対面式授業）とインターネットを活用した授業（以

下、オンライン式授業）を行うこととなった。そ

のため、学生のインターネット環境、通信制限、

教員の通信環境等の確認を行い、５月中旬より本

格的にオンライン式授業を実施することになっ

た。

　オンライン式授業は自宅でひとりで授業を進め

るため、負担も多く、携帯電話で画面も小さく操

作方法もままならないこともあり、学生にとって

質の高い教育になっているかと言えば疑問が残る

であろう。現状感染症対策を行いならが対面式授

業を実施することは難しく、そのため今後ますま

すオンライン式授業が展開されることが予想され

る。そこで、本研究では、学生の学習支援の方策

を検討するために、対面式とオンライン式との授

業について学生がどのような違いを認識している

か、特に大学での学習は友人との協働的学習が重

要であるが、この点においてどのような差異があ

るのかを明らかにする。本研究では、２年生以上

を対象として大学での対面式授業の経験とオンラ

イン式授業の経験を比較分析することで、その差

異を抽出する。

２．本研究の位置づけ
　教育において学生自身のやる気や意欲をいかに

高めていくかは重要であり、教員にとってもどの

ように関わることで、学習効果が得られるかは

日々検討していくことでもある。特に大学での友

人関係は、大きな影響があり、ポジティブな友人

関係を築いていれば、学習への意欲や学業達成が

高いことが明らとなり、（eg, Berndt, 1999; Guay, 

Boivin, &Hodges, 1999; Ide, Parkerson, Haertel, 

&Walberg, 1981）　友人関係が学習には重要であ

ることが示されている。

　その関りの中で大学生の友人関係には，接触を

ともなわなくとも個人の内的適応に影響を及ぼし

うる関係が存在している（丹野2007）と示唆され

ている。

　そして友人によるサポート供与はその友人が評

価懸念をもたらさない存在である時にストレス緩

和効果をもつと考えられる。（菅沼ら1996）友人

によるサポ―ト供与の実質的な効果を示すもので

ある。

　その中で友人との学習活動においても、学業援

助要請は、困難に直面した時に援助を求める方法

である。（eg, Newman, 1990；岡田，2008）課題

解決には不可欠なものであることを示していると

ともに、援助提供も行われており、学習の成果を

導くことも明らかとなっている。このような友人

との学習活動には相互的学習や間接的支援、学習

機会などが総合的に絡み合いながら、学習意欲や
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学業達成への変化に繋がることが知られている。

　そこで、岡田（2008）で検討した「援助要請」、

「援助提供」、「相互学習」、「間接的支援」、「学習

機会」における対面式授業とオンライン式授業で

のどのような違いを感じているのかを知ること

で、今後の学習支援の在り方を検討する。

３．研究方法
（１）調査概要

　本研究の調査対象は、首都圏にある保育者養成

校（短期大学）140名を対象に実施した。調査は

2020年10月27日～30日の授業終了後に実施した。

調査方法は無記名式質問紙調査とし、質問紙への

回答はスマートフォンによる入力とした。

（２）調査項目

　岡田（2008）の「友人関係への動機づけ尺度と

速水ら（1996）による「学習への動機づけ尺度」

を参考に「援助要請 」、「援助提供 」、「相互学習 」、

「間接支的支援 」、「学習機会」に分類し質問項目

を作成した。回答方法は、１“：まったくしてい

なかった”から５“：していた”の５件法で実施

した（表１）。

（３）分析方法

　対面式授業とオンライン式授業の質問項目のク

ロス表を作成し単純集計による差により現状と課

題を検討する。

（４）倫理的配慮

　調査の実施に際し回答は任意であることを説明

し、参加への同意を得た上で回答を促し実施した。

なおこの調査は、秋草学園短期大学研究倫理審査

委員会より承認を得て実施した。（承認番号2020-

11）

４．結果と考察
（１）回答状況

　保育者養成校（短期大学）２年課程２年生103名、

３年課程３年生37名、140名に実施した。回答は

96名であったが、不備のあるものを除き84名（有

効回答率60％）であった。

（２）援助要請の質問項目について

　質問項目「どうしてもわからないときに友達か

ら教えてもらう」の回答は対面式授業の時は「よ

くしていた」62名、「まあまあしていた」18名、

80名（95.2％）、オンライン式授業の時は「よく

していた」47名、「まあまあしていた」25名、72

名（85.7％）という結果であった。「テスト範囲

や宿題の内容を友達に尋ねる」、「わからない内容

を理解するきっかけを友達から提供してもらう」、

「理解するためのコツや視点をわかるまで友達ら

教えてもらう」の質問項目は対面式授業の時は70

表１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 質問項目

援助要請

どう し ても わから ないと きに教えても ら う

テスト 範囲や宿題の内容を尋ねる

わから ない内容を理解するきっ かけを提供し ても う ら

理解するためのコ ツや視点をわかるまで教えても ら う

教科書やノ ート を貸し ても ら う

援助提供

友人がわから ないと き教えてあげる

自分がわかっ ている内容を理解するきっ かけを与える

教科書やノ ート を貸し てあげる

自分がわかっ ている内容を詳し く 説明する

相互学習

テスト 前に問題を出し 合う

興味のある内容について話し 合う

わから ない内容を一緒に考えたり 調べたり する

自分が理解し ているこ と を教え合う

ク イ ズ形式や出題さ れる内容の推測等、 友人と 一緒に工夫し て勉強する

間接的支援

成績やテスト の点数を見せ合う

授業や勉強への不満を話し 合う

お互いの進路について話し 合う

友人と 一緒に先生に質問をし に行く

学習機会

講演会やセミ ナーに友人と 一緒に行く

一緒に図書館に行く

休み時間中に友人と 一緒に勉強する

放課後、 大学で友人と 一緒に勉強する

カ フ ェ や自宅で一緒に勉強する

表１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 質問項目

援助要請

どう し ても わから ないと きに教えても ら う

テスト 範囲や宿題の内容を尋ねる

わから ない内容を理解するきっ かけを提供し ても う ら

理解するためのコ ツや視点をわかるまで教えても ら う

教科書やノ ート を貸し ても ら う

援助提供

友人がわから ないと き教えてあげる

自分がわかっ ている内容を理解するきっ かけを与える

教科書やノ ート を貸し てあげる

自分がわかっ ている内容を詳し く 説明する

相互学習

テスト 前に問題を出し 合う

興味のある内容について話し 合う

わから ない内容を一緒に考えたり 調べたり する

自分が理解し ているこ と を教え合う

ク イ ズ形式や出題さ れる内容の推測等、 友人と 一緒に工夫し て勉強する

間接的支援

成績やテスト の点数を見せ合う

授業や勉強への不満を話し 合う

お互いの進路について話し 合う

友人と 一緒に先生に質問をし に行く

学習機会

講演会やセミ ナーに友人と 一緒に行く

一緒に図書館に行く

休み時間中に友人と 一緒に勉強する

放課後、 大学で友人と 一緒に勉強する

カ フ ェ や自宅で一緒に勉強する
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平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

どうしてもわからないときに友達から教えてもらう。 4.67 0.646 4.27 1.057

テスト範囲や宿題の内容を友達に尋ねる。 4.24 0.989 3.99 1.125

わからない内容を理解するきっかけを友達から提供してもらう。 4.30 0.741 3.98 1.172

理解するためのコツや視点をわかるまで友達から教えてもらう。 3.98 1.086 3.70 1.269

教科書やノートを友達から貸してもらう。 2.93 1.287 2.05 1.251

   表2-1                            援助要請質問項目結果　　　　　　　　　　　　　　　　　   n＝84

対面式授業 オンライン式授業

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

あまりしていなかった。 0 1 0 0 1 2

どちらともいえない。 0 0 1 1 0 2

まあまあしていた。 2 0 1 6 9 18

よくしていた。 0 7 0 18 37 62

2 8 2 25 47 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 1 0 0 0 0 1

あまりしていなかった。 0 1 1 4 1 7

どちらともいえない。 0 0 3 2 1 6

まあまあしていた。 4 2 1 15 5 27

よくしていた。 0 2 3 13 25 43

5 5 8 34 32 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

あまりしていなかった。 0 2 0 0 0 2

どちらともいえない。 1 0 4 2 1 8

まあまあしていた。 2 4 1 20 10 37

よくしていた。 1 3 2 7 24 37

4 9 7 29 35 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 4 0 0 1 0 5

あまりしていなかった。 0 3 0 0 0 3

どちらともいえない。 0 0 8 1 2 11

まあまあしていた。 2 6 5 17 5 35

よくしていた。 0 2 1 5 22 30

6 11 14 24 29 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 8 0 0 1 1 10

あまりしていなかった。 16 13 0 0 0 29

どちらともいえない。 3 3 7 2 0 15

まあまあしていた。 8 4 0 4 1 17

よくしていた。 3 3 3 0 4 13

38 23 10 7 6 84

［対面式授業のときは］
教科書やノートを友達から
貸してもらう。

合計

［オンライン式授業のときは］理解するためのコツや視点をわかるまで友達から教えてもらう。

合計

［対面式授業のときは］
理解するためのコツや視点
をわかるまで友達から教え
てもらう。

合計

［オンライン式授業のときは］教科書やノートを友達から貸してもらう。

合計

合計

［オンライン式授業のときは］わからない内容を理解するきっかけを友達から提供してもらう。

合計

［対面式授業のときは］
わからない内容を理解する
きっかけを友達から提供し
てもらう。

合計

［オンライン式授業のときは］テスト範囲や宿題の内容を友達に尋ねる。

合計

［対面式授業のときは］
テスト範囲や宿題の内容を
友達に尋ねる。

　　　表2-2　　　　　      　　　　　　援助要請の質問項目における対面式授業とオンライン式授業のクロス結果　　　　　　　　   　ｎ＝84

［オンライン式授業のときは］どうしてもわからないときに友達から教えてもらう。

合計

［対面式授業のときは］
どうしてもわからないとき
に友達から教えてもらう。

合計
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～80％実施していたが、オンライン式授業の時は、

30％の実施との回答となり減少傾向であった。

　また、「教科書やノートを友達から貸してもら

う」に関しては、対面式授業の時は「よくしてい

た」13名、「まあまあしていた」17名、30名（35.7

％）、オンライン式授業の時は「よくしていた」

６名、「まあまあしていた」７名、11名（13％）と、

どちらも元々実施していない傾向ではあるが、オ

ンライン式授業の方がより実施していない傾向で

あった。（表２-1，表２- ２）。

　対面式授業やオンライン式授業においても、友

達に教えてもらうことは、変わらずに行っている

が、より具体的に理解を深めるための関りはオン

ライン式授業となってからが減少傾向となり、直

接会う機会の減少により少なくならざるを得ない

のではないだろうか。学びを深めるには、友達と

の関りが重要であるため、同じ教室で授業を受け

ることが出来なくても、双方向でのオンラインシ

ステムのZOOMやTeams、Googleなどのソフト

を活用して、教室に代わる仮想空間を作り、学生

自身が簡単に使用できる環境の整備が求められて

いる。

（３）援助提供の質問項目について

　質問項目「友人がわからないとき教えてあげる」

の回答は対面式授業の時は「よくしていた」25名、

「まあまあしていた」44名、69名（82.1％）、オン

ライン式授業の時は「よくしていた」24名、「ま

あまあしていた」36名、60名（71.4％）という結

果であった。

　「自分がわかっている内容を友達に詳しく説明

してあげる」の回答は対面式授業の時は「よくし

ていた」19名、「まあまあしていた」41名、60名（71.4

％）、オンライン式授業の時は「よくしていた」

14名、「まあまあしていた」35名、49名（58.3％）

という結果であった。

　「教科書やノートを友達に貸してあげる」は対

面式授業の時は「よくしていた」25名、「まあま

あしていた」29名、54名（64.2％）、オンライン

式授業の時は「よくしていた」14名、「まあまあ

していた」15名、29名（34.5％）という結果であ

った。

　援助提供の項目は、実施している傾向が高く、

日頃の学びを深めるには、友人からの支援が必要

であることがわかった（表３-1，表３- ２）。

　学んだことが本当に理解できているかを、確か

める上でも友人に、教えてあげるという行為は、

更なる理解向上に繋がることになる。友人からも

感謝され、自分自身の学びを深めることになり、

相乗効果に繋がるのであろう。人のために役に立

つことは、人としての成長に繋がり、今後の学び

へのステップアップに効果を示すであろう。

（４）相互学習の質問項目について

　質問項目「テスト前に友達と問題を出し合う」

の回答は対面式授業の時は「よくしていた」38名、

「まあまあしていた」23名、61名（72.6％）、オン

ライン式授業の時は「よくしていた」７名、「ま

あまあしていた」10名、17名（20.2％）という結

果であった。

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

友達がわからないとき教えてあげる。 4.07 0.803 3.83 1.074

自分がわかっている内容を理解するきっかけを与えてあげる。 3.81 0.898 3.65 1.092

教科書やノートを友達に貸してあげる。 3.68 1.204 2.70 1.487

自分がわかっている内容を友達に詳しく説明してあげる。 3.86 0.894 3.44 1.186

   表3-1　　　　　　　　  　　　　援助提供質問項目結果　　                                n＝ 84

対面式授業 オンライン式授業
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「興味のある内容について友達と話し合う」の回

答は対面式授業の時は「よくしていた」27名、「ま

あまあしていた」33名、60名（71.4％）、オンラ

イン式授業の時は「よくしていた」10名、「まあ

まあしていた」25名、35名（41.6％）という結果

であった。

「クイズ形式や出題される内容の推測等、友達と

一緒に工夫して勉強する」の回答は対面式授業の

時は「よくしていた」29名、「まあまあしていた」

25名、54名（64.2％）、オンライン式授業の時は「よ

くしていた」８名、「まあまあしていた」20名、

28名（33.3％）という結果であった。

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 1 0 0 0 0 1

あまりしていなかった。 0 1 1 0 0 2

どちらともいえない。 1 2 6 2 1 12

まあまあしていた。 0 3 7 30 4 44

よくしていた。 2 0 0 4 19 25

4 6 14 36 24 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 1 0 0 0 0 1

あまりしていなかった。 2 2 0 0 0 4

どちらともいえない。 0 2 18 5 0 25

まあまあしていた。 1 5 0 27 1 34

よくしていた。 0 0 0 2 18 20

4 9 18 34 19 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 4 0 0 0 0 4

あまりしていなかった。 5 6 1 1 1 14

どちらともいえない。 2 2 5 2 1 12

まあまあしていた。 9 8 2 8 2 29

よくしていた。 6 0 5 4 10 25

26 16 13 15 14 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 2 0 0 0 0 2

あまりしていなかった。 2 1 0 0 0 3

どちらともいえない。 1 2 12 3 1 19

まあまあしていた。 3 7 3 27 1 41

よくしていた。 0 0 2 5 12 19

8 10 17 35 14 84合計

合計

［オンライン式授業のときは］自分がわかっている内容を友達に詳しく説明してあげる。

［オンライン式授業のときは］友達がわからないとき教えてあげる。

合計

［対面式授業のときは］
友達がわからないとき教
えてあげる。

   表3-2　　　　　　　　　　　　　      援助提供の質問項目における対面式授業とオンライン式授業のクロス結果　　　　　　　　  n=84

合計

［対面式授業のときは］
自分がわかっている内容
を友達に詳しく説明して
あげる。

合計

［オンライン式授業のときは］自分がわかっている内容を理解するきっかけを与えてあげる。

合計

［対面式授業のときは］
自分がわかっている内容を
理解するきっかけを与えて
あげる。

合計

［オンライン式授業のときは］教科書やノートを友達に貸してあげる。

合計

［対面式授業のときは］
教科書やノートを友達に
貸してあげる。

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

テスト前に友達と問題を出し合う。 4.00 1.182 2.24 1.323

興味のある内容について友達と話し合う。 3.92 1.020 3.02 1.270

わからない内容を友達と一緒に考えたり調べたりする。 4.07 0.889 3.58 1.194

自分が理解していることを友達とお互いに教え合う。 4.08 0.824 3.67 1.112

クイズ形式や出題される内容の推測等、友達と一緒に工夫して勉強する。 3.83 1.074 2.82 1.263

   表4-1　　　　　　　　　　　         相互学習質問項目結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　n=84

対面式授業 オンライン式授業
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　相互学習は、対面式授業では教室内で休み時間

などを利用して実施しやすい環境であると思われ

る。オンライン式授業では、それぞれの自宅でひ

とりでの学習であることから、一緒に学びを深め

る行動を気軽に行うことができない傾向であるこ

とがわかった。（表４-1，表４- ２）

　一緒に学び合う中で、ともに成長する方法であ

ることから、対面式授業では、一緒に授業を教室

で受けているため、容易に実施することができた

が、それぞれの自宅等において実施するには、通

信機器の環境や通信料金等の設定などにも影響さ

れ、実施するにもできない状況であることも考え

られる。学びを深めるためには、通信環境の整備

及び充実が大学側と学生の自宅での両方向の整備

が必要であると考える。

（５）間接的支援の質問項目について

　質問項目「成績やテストの点数を友達と見せ合

う」の回答は対面式授業の時は「よくしていた」

30名、「まあまあしていた」33名、63名（75％）、

オンライン式授業の時は「よくしていた」10名、「ま

あまあしていた」12名、22名（26.1％）という結

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 4 1 0 0 0 5

あまりしていなかった。 2 3 0 0 0 5

どちらともいえない。 2 3 8 0 0 13

まあまあしていた。 10 4 3 6 0 23

よくしていた。 16 9 2 4 7 38

34 20 13 10 7 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 3 0 0 0 0 3

あまりしていなかった。 1 3 0 0 0 4

どちらともいえない。 0 1 15 1 0 17

まあまあしていた。 5 11 3 14 0 33

よくしていた。 4 2 1 10 10 27

13 17 19 25 10 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 0 1 0 0 0 1

あまりしていなかった。 0 1 1 0 1 3

どちらともいえない。 1 0 12 2 0 15

まあまあしていた。 3 8 4 18 2 35

よくしていた。 0 3 4 2 21 30

4 13 21 22 24 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

あまりしていなかった。 1 2 0 0 1 4

どちらともいえない。 1 0 8 4 0 13

まあまあしていた。 2 8 4 23 2 39

よくしていた。 0 1 1 10 16 28

4 11 13 37 19 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 3 0 0 0 0 3

あまりしていなかった。 3 1 0 1 0 5

どちらともいえない。 4 0 17 2 0 23

まあまあしていた。 3 7 3 12 0 25

よくしていた。 3 11 1 5 8 28

16 19 21 20 8 84合計

   表4-2　　　　    　　　　　　　　   相互学習の質問項目における対面式授業とオンライン式授業のクロス結果　　　　　　　　     　　　　n=84

［対面式授業のときは］
自分が理解していること
を友達とお互いに教え合
う。

合計

［オンライン式授業のときは］クイズ形式や出題される内容の推測等、友達と一緒に工夫して勉強する。

合計

［対面式授業のときは］
クイズ形式や出題される
内容の推測等、友達と一
緒に工夫して勉強する。

［オンライン式授業のときは］わからない内容を友達と一緒に考えたり調べたりする。

合計

［対面式授業のときは］
わからない内容を友達と
一緒に考えたり調べたり
する。

合計

［オンライン式授業のときは］自分が理解していることを友達とお互いに教え合う。

合計

合計

［対面式授業のときは］
興味のある内容について
友達と話し合う。

合計

合計

［オンライン式授業のときは］テスト前に友達と問題を出し合う。

［オンライン式授業のときは］興味のある内容について友達と話し合う。

［対面式授業のときは］
テスト前に友達と問題を
出し合う。

合計
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果であった。

　「友達と一緒に先生に質問をしに行く」の回答

は対面式授業の時は「よくしていた」27名、「ま

あまあしていた」34名、61名（72.6％）、オンラ

イン式授業の時は「よくしていた」11名、「まあ

まあしていた」７名、18名（21.4％）という結果

であった。

　「授業や勉強への不満を友達と話し合う。」の回

答は対面式授業の時は「よくしていた」49名、「ま

あまあしていた」25名、74名（88％）、オンライ

ン式授業の時は「よくしていた」46名、「まあま

あしていた」19名、65名（77.3％）という結果で

あった。

　この結果から、多くの学生が対面式授業でもオ

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

成績やテストの点数を友達と見せ合う。 3.99 1.000 1.448 2.39

授業や勉強への不満を友達と話し合う。 4.39 0.892 1.156 4.15

お互いの進路について友達と話し合う。 4.35 0.814 1.183 3.79

友達と一緒に先生に質問をしに行く。 3.89 1.076 1.331 2.49

　　　表5-1　　　　　　　　間接支援質問項目結果　　　　　　　　　　　　　n=84

対面式授業 オンライン式授業

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 1 0 0 0 0 1

あまりしていなかった。 7 1 0 0 0 8

どちらともいえない。 5 0 7 0 0 12

まあまあしていた。 14 6 3 10 0 33

よくしていた。 8 6 4 2 10 30

35 13 14 12 10 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 1 0 0 0 0 1

あまりしていなかった。 1 2 0 0 1 4

どちらともいえない。 0 1 4 0 0 5

まあまあしていた。 0 1 3 15 6 25

よくしていた。 1 4 1 4 39 49

3 8 8 19 46 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 1 0 0 0 0 1

あまりしていなかった。 0 0 2 0 0 2

どちらともいえない。 0 0 4 1 1 6

まあまあしていた。 1 8 7 14 3 33

よくしていた。 1 3 5 6 27 42

3 11 18 21 31 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 4 0 0 0 0 4

あまりしていなかった。 3 2 0 0 0 5

どちらともいえない。 5 2 7 0 0 14

まあまあしていた。 7 14 8 5 0 34

よくしていた。 4 8 2 2 11 27

23 26 17 7 11 84

合計

［対面式授業のときは］
成績やテストの点数を
友達と見せ合う。

［対面式授業のときは］
授業や勉強への不満を
友達と話し合う。

［オンライン式授業のときは］成績やテストの点数を友達と見せ合う。

合計

　　　表5-2　　　　　　　　　　　　　　間接支援の質問項目における対面式授業とオンライン式授業のクロス結果　　　　　　　　　　n=84

合計

［オンライン式授業のときは］友達と一緒に先生に質問をしに行く。

合計

［対面式授業のときは］
友達と一緒に先生に質問
をしに行く。

合計

［オンライン式授業のときは］お互いの進路について友達と話し合う。

合計

［対面式授業のときは］
お互いの進路について
友達と話し合う。

合計

［オンライン式授業のときは］授業や勉強への不満を友達と話し合う。

合計
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ンライン式授業でも変わらず行っていることは

「授業や勉強への不満を友達と話し合う」であっ

た。友人と話すことで不満を解消し、次の活力に

繋がるのであろう。不満や愚痴を話せるのであれ

ば、他の間接的な援助も実施できると、学びが深

まり一人で学習している時間への効果が期待でき

るのではないだろうか。

（６）学習機会の質問項目について

　質問項目「休み時間中に友達と一緒に勉強する」

の回答は対面式授業の時は「よくしていた」14名、

「まあまあしていた。」28名、42名（50％）、オン

ライン式授業の時は「よくしていた」３名、「ま

あまあしていた」18名、21名（25％）という結果

であった。

　「講演会やセミナーに友達と一緒に行く」の回

答は対面式授業の時は「よくしていた」６名、「ま

あまあしていた」６名、12名（14.2％）、オンラ

イン式授業の時は「よくしていた」３名、「まあ

まあしていた」６名、９名（10.7％）という結果

であった。

　「友達と一緒に図書館に行く」の回答は対面式

授業の時は、「よくしていた」８名、「まあまあし

ていた」25名、33名（39.2％）、オンライン式授

業の時は「よくしていた」５名、「まあまあして

いた」９名、14名（16.6％）という結果であった。

　学内で授業を受けていた時は、半数の学生は休

み時間を有効に利用して一緒に勉強していたが、

オンライン式授業では半減しており、休み時間と

いう感覚がもてないように思われる。また図書館、

講演会、セミナーなどに行くことは、元々想定し

ておらず、特に講演会やセミナーに参加してまで

の学習意欲や興味が現実にわかないのであろう。

もっと学びを深めたい、学内以外の場所での学ぶ

の環境へのアプローチの方法をもっと積極的に、

教員が導く必要があると考える。

５．総合考察と今後の課題
　対面式授業とオンライン式授業での友人との学

習活動の比較の結果、対面式授業の方がすべての

項目でオンライン式授業より、友人と実施してい

るという結果であった。オンライン式授業だから

増えた項目はなく、友人との学習活動に関しては、

オンライン式授業はそれほど効果的であるとは言

えないであろう。

　2020年の度授業から、すべての教員・学生がイ

ンターネットを活用した授業を実施及び受講する

という状況が余儀なくされ、教員はパソコンを使

用しているが、学生は携帯電話の画面上で、ひと

りで授業を受けている場合が多くなっていること

により、友人と学習する意欲が薄れていることも

考えられる。

　また外出制限もある中、家族が一日中同じ空間

でいることで起こる不満などへのストレスも生じ

ていることから、学びを深める環境が整えづらい

学生もいることも考慮しなければならない。すべ

てが初めてのことから、教員も学生も戸惑いなが

ら、授業を行っている状況である。

　授業を進める上で、学生は授業のスケジュール

管理を行い、授業の受け方、課題提出の方法など、

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

友達と一緒に図書館に行く。 2.79 1.345 2.08 1.263

休み時間中に友達と一緒に勉強する。 3.27 1.255 2.23 1.329

放課後、大学で友達と一緒に勉強する。 2.89 1.362 2.15 1.375

カフェや自宅で友達と一緒に勉強する。 2.76 1.453 2.27 1.434

　　　表6-1　　　　　　　相互学習質問項目結果　　　　　　　　　　　　　n=84

対面式授業 オンライン式授業
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自力で修得せざるを得ないため、個人差が大きい

結果となっている。友人関係が大学への適応や学

業成績に影響を及ぼすことは、多くの研究からも

明らかにされており、友人との関係が構築され、

助け合いながら進められる学生は、学習に対する

興味や努力が高く、授業への取り組みも積極的で

あることが示されている（中山ら2015，石田ら

2015）。

　オンライン式授業における学習疎外要因とし

て、十分な指導を受けられない、友人と接する機

会が少ないため有益な情報を得にくくなることに

よる不安や孤独感、自信喪失などがあることが示

されている（石川ら2017）。

　そのため、オンライン式授業が中心となったこ

とで友人との学習が少なくなったことが今後どの

ような影響を及ぼすのか注視していく必要があろ

う。

　今後は教員からの学習支援としての激励を増や

し、進捗管理支援や効果的な学習方法の提案など

を検討し、孤立しない、不安感を抱かずに学べる

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 41 0 0 0 0 41

あまりしていなかった。 3 8 0 0 0 11

どちらともいえない。 3 2 11 3 1 20

まあまあしていた。 2 1 0 3 0 6

よくしていた。 1 2 1 0 2 6

50 13 12 6 3 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 19 0 0 0 0 19

あまりしていなかった。 7 13 1 0 0 21

どちらともいえない。 2 3 6 0 0 11

まあまあしていた。 9 2 6 8 0 25

よくしていた。 2 0 0 1 5 8

39 18 13 9 5 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 10 0 0 0 0 10

あまりしていなかった。 10 3 0 0 0 13

どちらともいえない。 5 1 11 2 0 19

まあまあしていた。 13 4 1 10 0 28

よくしていた。 1 3 1 6 3 14

39 11 13 18 3 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 13 1 0 0 0 14

あまりしていなかった。 15 11 0 0 1 27

どちらともいえない。 3 3 3 1 0 10

まあまあしていた。 5 4 2 8 1 20

よくしていた。 2 3 0 2 6 13

38 22 5 11 8 84

まったくしていなかった。 あまりしていなかった。 どちらともいえない。 まあまあしていた。 よくしていた。

まったくしていなかった。 23 0 0 0 0 23

あまりしていなかった。 6 8 0 1 2 17

どちらともいえない。 2 4 8 1 0 15

まあまあしていた。 6 3 0 6 0 15

よくしていた。 0 2 2 2 8 14

37 17 10 10 10 84

［オンライン式授業のときは］講演会やセミナーに友達と一緒に行く。

合計

［オンライン式授業のときは］休み時間中に友達と一緒に勉強する。

合計

［対面式授業のときは］
講演会やセミナーに友達と
一緒に行く。

合計

［オンライン式授業のときは］友達と一緒に図書館に行く。

合計

［対面式授業のときは］
カフェや自宅で友達と一緒に
勉強する。

合計

　　　表6-2　　　　　　　　　　　　　　　　　学習機会の質問項目における対面式授業とオンライン式授業のクロス結果　　　　　　　　　　　　n=84

［対面式授業のときは］
放課後、大学で友達と一緒に
勉強する。

合計

［オンライン式授業のときは］カフェや自宅で友達と一緒に勉強する。

合計

［対面式授業のときは］
休み時間中に友達と一緒に
勉強する。

合計

［オンライン式授業のときは］放課後、大学で友達と一緒に勉強する。

合計

［対面式授業のときは］
友達と一緒に図書館に行く。

合計
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ようにする支援が必要である。学業的援助要請と

して、「自律的援助要請」と「依存的援助要請」

があり、どちらもしない「要請回避」に分けられ

ることが示唆されている（瀬尾2007）。直接会う

ことができない状況の中で、個人の特性を理解し、

個別の配慮をどのように行うことができるのか、

学業支援を円滑に行うには、教職員の連携を図ら

なければならない。

　もちろん、非常勤による科目も多く、教員同士

が顔を合わせることもなく、授業が行われている

状況では、連携を取ることは難しいであろう。教

員同士の直接的な連携ではなく、学生の情報を

Web上で管理できるシステムの開発により、個

人の状況の把握ができるようにすることで、学生

への個別対応は充実できるであろう。そして、友

人との学習活動への援助として、インターネット

やアプリの活用方法を、学べる環境を整え、オン

ライン式授業へのハードルを低くすることが必要

である。大学として、入学時ノートパソコンや

iPadなどの貸与などを行い、学びを進めるための

通信環境をどこまで整えられるかが、今後のオン

ライン式授業での質の高い教育を目指すためには

必要不可欠であり、今後の課題である。
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